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聖
書
の
こ
と
ば

霊
の
結
ぶ
実
は
愛
で
あ
り
、喜
び
、平
和
、寛
容
、親
切
、

善
意
、誠
実
、柔
和
、節
制
で
す
。

ガ
ラ
テ
ヤ
の
信
徒
へ
の
手
紙
五
章
二
二
ー
二
三
節

聖
霊
の
働
き
に
よ
っ
て

榴
ケ
岡
高
等
学
校
の
聖
書
の
授
業
の
目
的
の
一
つ
に
、

「
世
の
中
を
変
え
る
（Change the W

orld

）
」
が
あ
り
ま

す
。
み
ん
な
が
幸
せ
だ
と
思
う
社
会
を
造
り
だ
す
た
め
に

は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
を
考
え
て
い
く
の
で
す
。
第
二

代
院
長
の
シ
ュ
ネ
ー
ダ
ー
先
生
は
こ
の
問
い
に
「
神
の
霊
」

す
な
わ
ち
「
聖
霊
の
働
き
」
だ
と
答
え
て
い
ま
す
。

聖
霊
は
私
た
ち
の
目
に
は
見
え
な
い
霊
的
な
も
の
で
あ

り
、
私
た
ち
の
心
の
中
で
働
い
て
お
ら
れ
る
神
の
霊
で
す
。

シ
ュ
ネ
ー
ダ
ー
先
生
は
「
人
類
の
幸
福
の
た
め
に
、
こ
れ

よ
り
も
大
切
な
も
の
は
な
い
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。

聖
霊
が
私
た
ち
の
心
の
中
で
、
ど
の
よ
う
な
働
き
を
し
、

ど
の
よ
う
に
私
た
ち
の
心
に
影
響
を
与
え
、
ど
の
よ
う
な

結
果
を
生
み
出
す
の
で
し
ょ
う
か
。
聖
書
に
は
「
霊
の
結

ぶ
実
は
愛
で
あ
り
、
喜
び
、
平
和
、
寛
容
、
親
切
、
善
意
、

誠
実
、
柔
和
、
節
制
で
す
」
と
書
か
れ
て
あ
り
ま
す
。
で
す

か
ら
聖
霊
は
、
私
た
ち
の
心
の
中
に
こ
れ
ら
を
生
じ
さ
せ

る
力
、
実
現
さ
せ
る
力
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
こ

れ
ら
の
神
の
霊
の
実
が
実
現
せ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ

そ
、
世
は
救
わ
れ
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
力
に
よ
っ

て
人
類
は
、
社
会
的
に
円
満
に
な
り
ま
す
。
幸
い
に
な
り

ま
す
。
こ
の
力
に
よ
っ
て
こ
そ
、
人
類
は
国
際
的
に
、
平
和

の
域
に
達
し
ま
す
。
全
世
界
に
わ
た
る
兄
弟
心
が
実
現
せ

ら
れ
ま
す
」
と
シ
ュ
ネ
ー
ダ
ー
先
生
は
言
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
東
北
学
院
に
連
な
る
者
の
責
任
は
何
で
し
ょ
う

か
。
シ
ュ
ネ
ー
ダ
ー
先
生
は
こ
の
責
任
に
つ
い
て
次
の
よ

う
に
言
っ
て
い
ま
す
。「
神
の
霊
を
我
々
の
心
の
う
ち
に
十

分
に
働
か
せ
る
と
い
う
こ
と
に
他
な
ら
な
い
、
と
言
わ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
す
な
わ
ち
、
神
の
霊
の
結
ぶ
と
こ

ろ
の
実
、
正
義
の
実
、
愛
の
実
を
、
自
分
の
心
に
お
い
て
誠

実
に
実
現
す
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
同
じ
精
神
を

な
る
だ
け
他
人
の
心
に
も
実
現
さ
せ
、
社
会
上
の
関
係
、

国
際
上
の
関
係
に
も
、
こ
れ
を
実
現
さ
せ
る
使
命
が
あ
る

と
信
じ
ま
す
。」
こ
の
使
命
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ

て
、
み
ん
な
が
幸
せ
だ
と
思
う
社
会
を
造
り
だ
す
こ
と
が

で
き
る
で
し
ょ
う
。

私
た
ち
は
「
聖
霊
を
与
え
て
く
だ
さ
い
」
と
神
に
祈
り

求
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
う
す
れ
ば
、
神
は
聖
霊

を
私
た
ち
に
与
え
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
そ
し
て
聖
霊
は
私

た
ち
の
心
の
中
で
、
行
動
の
中
で
強
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

聖
霊
の
働
き
に
よ
っ
て
、
神
が
求
め
て
お
ら
れ
る
こ
と
を

こ
の
世
で
私
た
ち
が
実
現
し
て
い
く
こ
と
が
可
能
と
な
る

の
で
す
。
使
徒
パ
ウ
ロ
が
「
わ
た
し
を
強
め
て
く
だ
さ
る

方
の
お
陰
で
、
わ
た
し
に
は
す
べ
て
が
可
能
で
す
」
と
言
っ

て
い
る
と
お
り
で
す
。
聖
霊
の
働
き
に
よ
っ
て
、
私
た
ち

は
こ
の
世
の
人
と
人
と
の
交
わ
り
の
中
で
、
聖
霊
が
結
ぶ

実
を
実
現
し
て
い
く
、
神
の
愛
を
用
い
た
生
き
方
を
実
践

し
て
い
く
の
で
す
。

榴
ケ
岡
高
等
学
校  

宗
教
主
任  

西
間
木
　
順

入学試験実施2026年度
　
一
般
選
抜
試
験
前
期

日
程
が
二
月
一
日
と
二
日

の
両
日
、仙
台
会
場
の
五

橋
キ
ャ
ン
パ
ス
を
は
じ

め
、東
京
、札
幌
な
ど
十
二

会
場
で
行
わ
れ
た
。
志
願

者
数
は
、募
集
定
員
千
七

十
二
名
に
対
し
、七
千
二

百
八
十
名
、
志
願
倍
率
は

六
・
八
倍
。大
学
入
学
共

通
テ
ス
ト
利
用
選
抜
の

志
願
者
が
昨
年
よ
り
増

え
三
千
六
百
二
十
一
名

（
三
百
九
十
名
増
）
と
、前

期
入
試
志
願
者
の
合
計

は
昨
年
を
上
回
っ
た
。

　
そ
の
一
因
に
は
、二
〇

二
四
年
度
に
開
始
し
た
返

還
不
要
の
給
付
型
奨
学

金
「
東
日
本
地
域
別
ス
カ

ラ
シ
ッ
プ
選
抜
」
制
度
の

浸
透
や
さ
ま
ざ
ま
な
改
革

に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
二
〇
二
三
年
度
に
五
橋

キ
ャ
ン
パ
ス
の
開
学
と
同

時
に
四
学
部
五
学
科
を
新

設
し
、
九
学
部
十
五
学
科

体
制
で
文
理
融
合
型
の
学

び
を
展
開
。
二
〇
二
七
年

度
に
は
「
未
来
探
究
科
学

部
デ
ジ
タ
ル
構
想
学
科

（
仮
称
）」（
二
〇
二
七
年
四

月
設
置
構
想
中
）
と「
教

育
学
部
教
育
学
科
（
仮

称
）」（
同
）
の
設
置
を
計
画

し
て
い
る
。
リ
ク
ル
ー
ト

進
学
総
研
が
昨
年
行
っ
た

「
進
学
ブ
ラ
ン
ド
力
調
査

二
〇
二
五
」
で
は
、東
北
エ

リ
ア
で「
志
願
し
た
い
大

学
」
ラ
ン
キ
ン
グ
一
位
と

な
り
、こ
れ
ら
の
取
り
組

み
が「
変
化
し
続
け
る
大

学
」
の
イ
メ
ー
ジ
定
着
に

つ
な
が
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

　
大
学
院
で
も
、昨
年
の
経

済
学
研
究
科
デ
ー
タ
サ
イ

エ
ン
ス
専
攻
（
修
士
課
程
）

開
設
に
続
き
、二
〇
二
六

年
度
に
は
経
営
学
研
究
科

経
営
学
専
攻
と
人
間
情

報
学
研
究
科
人
間
情
報

学
専
攻
に
新
た
な
コ
ー
ス

を
設
置
す
る
な
ど
、
教
育

研
究
環
境
の
さ
ら
な
る
充

実
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
統
計
や
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
の
基
礎
、
人
工

知
能
（
Ａ
Ｉ
）
の
仕
組
み

な
ど
を
学
ぶ
文
部
科
学

省
「
Ｍ
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ（
数
理
・

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・

Ａ
Ｉ
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
）」

の
認
定
や
、
情
報
学
部
の

入
学
者
選
抜
に
女
子
枠

を
導
入
す
る
な
ど
、急
速

に
進
む
デ
ジ
タ
ル
社
会

に
適
応
し
た
、
求
め
ら
れ

る
人
材
育
成
に
励
む
大

学
の
姿
に
ま
す
ま
す
関
心

が
高
ま
っ
て
い
る
。

2月・3月合併号

　
二
〇
二
六
年
度
の
入
学
試
験
が
各
設
置
校
で
実
施
さ
れ
た
。昨
年
四
月

に
校
舎
を
移
転
し
た
榴
ケ
岡
高
等
学
校
で
は
、新
校
舎
で
行
わ
れ
る
初
め

て
の
試
験
と
な
っ
た
。

郵
送
停
止
の
お
知
ら
せ（
第
二
報
）

東
北
学
院
時
報

　

東
北
学
院
時
報
は
二
〇
二
六
年
七
月

十
五
日
発
行 

第
七
九
四
号
を
も
ち
ま
し

て
、全
て
の
郵
送
を
停
止
す
る
運
び
と
な

り
ま
し
た
。
制
作
は
今
後
も
継
続
致
し

ま
す
。東
北
学
院
時
報
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
で

は
第
一
号
か
ら
全
号
の
紙
面
デ
ー
タ
を

公
開
し
て
お
り
ま
す
の
で
、こ
ち
ら
を
ご

利
用
頂
き
た
く
存
じ
ま
す
。ま
た
、よ
り

迅
速
な
情
報
提
供
と
環
境
へ
の
配
慮
を

目
指
し
て
メ
ー
ル
で
の
配
信
も
現
在
検
討

し
て
お
り
、環
境
が
整
い
次
第
、
改
め
て

ご
案
内
す
る
予
定
で
す
。今
回
の
郵
送
停

止
に
つ
き
ま
し
て
ご
理
解
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

2026年7月15日発行号を
もって全ての郵送を停止

Webサイトからご覧いただけます
※※メール配信も検討しています

東
北
学
院
時
報

■■■■■■■

東北学院時報Webサイト

こちらのQRコードから
ご覧いただけます

https://jihou.tohoku-gakuin.jp/

　
一
月
二
十
九
日
と
二

月
二
日
に
、一
般
入
学
試

験
が
行
わ
れ
、募
集
定
員

二
百
七
十
名
（
特
待
生
・

推
薦
含
む
）
に
対
し
千
三

百
二
十
名
、特
待
生
・
推

薦
入
試
で
は
百
三
十
一

名
が
志
願
。
志
願
者
数

を
大
き
く
伸
ば
し
た
昨

年
を
わ
ず
か
に
下
回
っ

た
も
の
の
引
き
続
き
高

水
準
を
推
移
す
る
結
果

と
な
っ
た
。

　
榴
ケ
岡
高
校
は
昨
年

四
月
に
、
一
九
七
二
年
八

月
か
ら
使
用
し
て
き
た

校
舎
か
ら
、
東
北
学
院

大
学
泉
キ
ャ
ン
パ
ス
二

号
館
へ
移
転
し
、
新
た
な

環
境
で
教
育
活
動
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
。
在
校
生

か
ら
は
「
大
学
生
の
よ
う

な
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を

送
れ
る
」
と
い
っ
た
声
が

上
が
り
、
そ
の
充
実
し
た

環
境
が
受
験
生
や
保
護

者
の
期
待
を
集
め
た
形

だ
。
二
〇
一
九
年
に
導
入

し
た
コ
ー
ス
制
や
進
学

重
視
型
単
位
制
を
実
践

す
る
上
で
、
新
校
舎
は
理

想
的
な
環
境
と
い
え
る
。

　
部
活
動
で
は
昨
年
の

全
国
高
等
学
校
野
球
選

手
権
宮
城
大
会
で
硬
式

野
球
部
が
準
優
勝
を
果

た
し
た
こ
と
も
記
憶
に

新
し
く
、文
武
両
面
で
話

題
を
提
供
し
た
。

　
次
代
を
力
強
く
生
き

抜
く
生
徒
を
育
む
同
校

の
注
目
が
、
一
段
と
高

ま
っ
て
い
る
。

　
中
学
校
で
は
一
月
七

日
と
二
十
四
日
に
入
学

試
験
が
行
わ
れ
、
募
集

定
員
百
八
十
名
に
対
し
、

前
・
後
期
合
わ
せ
て
昨

年
を
四
十
一
名
上
回
る

三
百
五
十
九
名
が
志
願

し
た【
写
真
①①
】。
一
月
二

十
九
日
と
二
月
二
日
に

は
、
高
等
学
校
の
一
般
入

学
試
験
が
行
わ
れ
、
募

集
定
員
三
百
六
十
名
（
併

設
中
学
校
か
ら
の
進
学

者
含
む
）
に
対
し
千
三
百

九
十
六
名
、
推
薦
入
試

で
は
昨
年
よ
り
七
十
一

名
多
い
七
百
三
十
八
名

が
志
願
し
た【
写
真
②②
】。

　
中
学
、
高
校
と
も
に
高

い
志
願
者
数
を
維
持
し

て
い
る
背
景
に
は
、
国
立

大
学
や
難
関
私
立
大
学

へ
の
高
い
進
学
実
績
に

加
え
、
全
国
区
で
活
躍

す
る
部
活
動
の
存
在
が

あ
る
。
中
で
も
、
高
校
陸

上
競
技
部
（
女
子
）
は
全

国
大
会
で
三
年
連
続
入

賞
し
、
二
〇
二
二
年
に
共

学
化
し
た
同
校
に
と
っ

て
「
新
し
い
時
代
の
幕
開

け
」
の
象
徴
と
い
え
る
。

　
共
学
四
年
目
を
迎
え

た
昨
年
は
初
の
女
子
卒

業
生
を
輩
出
。
未
来
志
向

で
生
徒
中
心
の
学
校
づ
く

り
を
進
め
、
変
化
を
恐
れ

ず
、
社
会
に
選
ば
れ
る
学

校
を
目
指
す
同
校
へ
期

待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

大大  

　
　
学

　
　
学

榴
ケ
岡
高
等
学
校

榴
ケ
岡
高
等
学
校

❶

❷

中
学
校
・
高
等
学
校

中
学
校
・
高
等
学
校


